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あたりまえのことです。［ . . . ］クルーソーが、ただひとりで島に流れ
つき、自分の努力と工夫とで、生活をきずきあげてゆき、いろいろな
生産をする、ということが、大きな魅力になっているのです。［ . . . ］
―事のついでにいえば、人間が、ただひとりで生産し、消費するとい
うことを、経済学の問題として、この本を種に論じた学者もあります。







のひとりだったわけです。［ . . . ］





















































































































































































































































つ生まれてきたこと、［ . . . ］当時のヨーロッパの人びとにしても「蛮
人」という呼称が必ずしも軽蔑的な意味合いのみを持つものとは限ら
なかったことなどを勘案して、本書ではそのままこの訳語を用いるこ


























































そのなかで最も有名なものとされる『宝島（Th e Treasure Island）』（1881年）
が、阿部知二によって、同じ岩波少年文庫から出版されていることは興味
深い符号である。そのほか、これはイギリスのものではないが、『十五少年
漂流記（Deux Ans de Vacances）』（1888年）なども考慮の対象とするべきだ
ろう。さらに、ある時期までの日本のポピュラー・カルチャーのアイテム
（とくに子ども向けの）、たとえばマンガやアニメにも、『ロビンソン』の物
語はさまざまに形を変えて姿を現している。戦後日本における『ロビンソ
ン』物語の受容を追うためには、これらの検討も必要となる。以上の三点
を今後の課題としたい。
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